R4.12.　大津市障害福祉課

【家事に関する支援（「家事の共同実践」「代行による家事」）にかかるＱ＆Ａ】
	№
	質問
	回答

	1
	精神障害の方の中には、日ごとの病状によって家事の共同実践が出来る時と出来ない時の波がある方がいる。
どのように対応すればよいか。
	原則、支援計画の時点でどの程度家事の共同実践が行えるかアセスメントを行い、段階的に適切なサービスの支給申請を行うべきであるが、病状によりやむを得ず波がある場合に限り、身体介護（家事の共同実践）と家事援助の並行決定を行い、その日の実態に合わせたサービスを利用することを可能とする。
ただし、障害福祉サービス等利用計画書の特記事項に並行決定が必要な事情を記載した上で支給決定されたものに限る。
なお、一定期間支援を重ねることでサービス内容のパターンが定まった場合は、速やかに適切なサービスのみの支給申請に切り替えること。


1

